
該当なし

担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。
該当なし

８．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

合            計 251,865,915 0 9,648,721 242,217,194

６．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し
該当なし

７．担保に供している資産
担保に供されている資産は以下のとおりである。

（単位：円）
基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

建物 251,865,915 0 9,648,721 242,217,194

期末における大分県社会福祉協議会への事業所負担の掛金累計額を計上しております。

４．拠点が作成する計算書類等とサービス区分
当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになっている。
(1) つくし園拠点計算書類(第１号の４様式、第２号の４様式、第３号の４様式)
(2) つくし園拠点区分事業活動明細書（会計基準別紙３(⑪)）
(3) つくし園拠点区分資金収支明細書（会計基準別紙３(⑩)）

５．基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

別紙２

計算書類に対する注記

１．重要な会計方針
(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

(2) 固定資産の減価償却の方法　定額法

(3) 引当金の計上基準　職員の退職給付に備えるため、当法人で採用している大分県退職共済制度に基づいて当



該当なし

１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び
純資産の状態を明らかにするために必要な事項
事業活動計算書の国庫補助金等特別積立金取崩額３，３６１，５３３円と基本財産他固定資産明細書の
当期減価償却額（うち国庫補助基金等の額）３，２８７，０６２円との差額７４，４７１円については、
ＮＨＫ歳末助け合い募金授受に伴う利用者への支出の為の国庫補助金等特別積立金の取り崩しを行った
ことによるものである。

該当なし
合            計

１１．重要な後発事象

合            計 64,724,839 0 64,724,839

１０．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、以下のとおりである。
（単位：円）

種類及び銘柄 帳簿価額 時　　価 評価損益

の当期末残高 当期末残高
事業未収金 64,723,028 0 64,723,028
未収金 1,811 0 1,811

合            計 897,779,046 595,610,106 302,168,940

９．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。
（単位：円）

債権額 徴収不能引当金 債権の

器具備品 82,487,164 76,656,265 5,830,899
機械装置 147,000 113,876 33,124
ソフトウェア、権利 4,229,620 3,502,920 726,700

建物付属設備 282,628,327 241,431,956 41,196,371
構築物 34,661,416 24,049,212 10,612,204
車両運搬具 11,189,409 9,636,961 1,552,448

取得価額 減価償却 当期末残高
累計額

基本財産　建物 482,436,110 240,218,916 242,217,194

（単位：円）


